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震災影響と復旧対応
MCHCグループの対応概況

鹿島事業所 石化事業復旧状況

APTSIS 15 （2011年度-2015年度）

APTSIS 10 の総括

APTSIS 15 の経営課題

APTSIS 15 の具体的な改革策と進捗

APTSIS 15 の事業トピックス
MMA／PMMA、 炭素繊維（機能性コンポジット部材）

リチウムイオン電池部材、 白色ＬＥＤ照明／部材、

有機EL（有機光半導体）、有機太陽電池／部材
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ＭＭＡチェーンと事業戦略ＭＭＡチェーンと事業戦略

MMAMMA／／PMMAPMMA
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MMAMMAチェーンのチェーンの用途用途展開展開

建築材料・車両内外装
などの表面材

アクリル系フィルム

各種プラスチックの加
工性向上剤

樹脂改質剤

車載ハーネスなど光ファイバー

看板、導光板、水槽、
バスタブ

アクリル樹脂板

プリンター、ファックスロッドレンズ

塗料など高級エステル

塗料などメタクリル酸

アクリル樹脂成形材料、
アクリル樹脂板

MMAモノマー

化成品

自動車・船舶用塗料コーティング材料

機能化学品

テールランプ、導光板、
家電製品

アクリル樹脂成形
材料

機能樹脂

用途製品事業
ア
ッ
プ
ス
ト
リ
ー
ム

ダ
ウ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
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×○××××○人工大理石

○○××○×○フィルム

××××○○○コーティング材料

×××○○×○樹脂改質剤
コ
・ポ
リ
マ
ー

××○×××○光ファイバー

△×××××○水族館

○○○○×○○アクリル浴槽

○○○○×○○板

○○○○×○○成形材料

ホ
モ
・ポ
リ
マ
ー

××△○○○○メタクリル酸エステル

×○×○○○○メタクリル酸

○○○○○○○MMA
モ
ノ
マ
ー

F
日本

E
日本

D
日本

C
仏

B
米

A
独

三菱レイヨン
日本

○：事業化 △：一部事業化 ×：未参入

企業
製品

MMA主要メーカー各社の事業領域比較

MRCMRCグループのポジショングループのポジション

（三菱レイヨン推定）

グローバルナンバーワン企業として広範囲な製品群を事業化グローバルナンバーワン企業として広範囲な製品群を事業化
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MMAMMA／／PMMAPMMA 事業戦略事業戦略

グローバル化と高機能化の加速
－素材分野・機能商品分野の成長戦略に沿った展開－

グローバル化と高機能化の加速
－素材分野・機能商品分野の成長戦略に沿った展開－

MMA／PMMA
グローバルトップ

売上高（億円）
’10 → ’15

2,700 → 4,300

世界シェア38%→45% （’15）へ
[増強：タイ(’11)、北米(’11)、韓国(’13)、中東(’14)他]

需要増に対応した生産能力拡大とｸﾞﾛｰﾊﾞﾙな最適配置

MMAモノマー：

高機能板（耐指紋性、反射防止 等）の拡大

成長する導光板用途に対し約60％の原料供給を確保

FPD用途等さらなる高機能な成長ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰの創出と拡大

PMMA：
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アジアでの事業拡大
MMA成長エリアでの生産体制の拡充

• MMAモノマー増強(タイ、韓国他）

• 中国 連続キャスト製板ライン増設
• 韓国 PMMA増強

アジア～成長拡大する需要取込と
競争力強化

αプロジェクトの実現
サウジでの業務提携
MMAモノマー25万トン、PMMA4万トン

2014年の稼働を目標

中東～有力企業との関係深化

グローバル化加速の進捗状況
－2015年の成果に向けた着実な取り組み－

グローバル化加速の進捗状況
－2015年の成果に向けた着実な取り組み－

MMAMMA／／PMMAPMMA グローバル展開グローバル展開

化成品の増設と生産設備再拡充
MAA（メタクリル酸）増強

導光板用アクリル樹脂板生産設備の
拡充
休止中のMMA生産ライン再稼働

北米～需要増加に合わせた
生産能力の再拡充

2012 PMMA in KOREA
6万トン

2013 MMA in KOREA
9.8万トン

2011 MMA in THAI
9万トン

2014 MMA in M-EAST
25万ﾄﾝ

2014 PMMA in M-EAST
4万ﾄﾝ

MMA Sheet  Improved  
in Memphis

2011-2012 MMA Re-Start
in Beaumont
2013 MAA in Beaumont

2.3万ﾄﾝ
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年率4～6％で成長するMMAモノマー世界需要と、

グローバルトップサプライヤーとしての供給拡大

年率4～6％で成長するMMAモノマー世界需要と、

グローバルトップサプライヤーとしての供給拡大

MMAMMAモノマーモノマー 世界需要供給バランス世界需要供給バランス

(三菱レイヨン推定)
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2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

MMA-Supply MMA-Demand

(kt)

MRC-SABIC
中東ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

25万ｔ稼働開始
(2014年末予定）

タイＭＭＡ NO.2
9万ｔ稼働開始
(2011年1月）

     0

大山ＭＭＡ(韓国)
9.8万ｔ稼働開始

(2013年1月予定）

ＡＰＴＳＩＳ１５

拡大する需要に対し、
トップサプライヤーとして

供給責任を果たす
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20152015年のあるべき姿と戦略年のあるべき姿と戦略

2010年
グローバルトップ

2015年
成長エリアでの生産体制拡充
MMA設備能力 30-40%増

グローバルな最適配置

さらなる増強による
圧倒的グローバルNo.1

強固なMMAチェーンの確立

グローバルNo.1の設備能力と競争力を活かし、
強固なMMAチェーンをワールドワイドに確立

グローバルNo.1の設備能力と競争力を活かし、
強固なMMAチェーンをワールドワイドに確立

ＭＲＣ　ＭＭＡ自家消費率推移
（生産能力ベース）
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ＭＭＡモノマー

アクリル樹脂

自家消費率

ルーサイト社との

経営統合

24％

26％

順調に拡大する

ＭＭＡモノマー能力

ＰＭＭＡ増強により

戦略的なチェーン

バランスを生み出す

生
産
能
力

ル
ー
サ
イ
ト
社
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サウジサウジ MMAMMA／／PMMAPMMA 増強プロジェクト増強プロジェクト

概要概要

MMAﾓﾉﾏｰ 25万t/年（新エチレン法）
PMMA 4万t/年生産能力

サウジアラビア王国アルジュベイル地区立地

三菱レイヨン50％、SABIC社50％出資比率

2014年末（目標）稼働時期

Saudi Methacrylates Company , LLC（仮称）社名

MMAﾓﾉﾏｰ 25万t/年
PMMA 4万t/年

立地により圧倒的なコスト競争力

プロセスがシンプル

原料がメタノール、エチレン、一酸化炭素で、調達が容易

2008年にルーサイト社が世界最初に工業化

新エチレン法（C2法）の特長

Al Jubail
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炭素繊維・複合材料の成長戦略炭素繊維・複合材料の成長戦略

機能性コンポジット部材機能性コンポジット部材
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炭素繊維・複合材料炭素繊維・複合材料 成長戦略成長戦略

高機能･高付加価値事業の拡大
－急激に拡大する炭素繊維市場と、それに呼応した能力増強－

高機能･高付加価値事業の拡大
－急激に拡大する炭素繊維市場と、それに呼応した能力増強－

ピッチ系 （MPI） 1,000 → 1,450ﾄﾝ/年 (’15)

PAN系 （MRC） 7,400 → 13,800ﾄﾝ/年 (’15)

30,000 → 70,000ﾄﾝ/年 (’15推定)

MCHCの炭素繊維能力増強

世界の炭素繊維市場

需要予測
（用途別）

5,200 5,700 6,000 5,400 7,500 9,700 12,200
15,000

7,600 7,900 7,200 6,300
7,700

8,200
8,800

9,30014,500
17,300 17,000

14,200

19,300

22,800

27,500

33,700

6 ,000

18 ,0007 ,300

10 ,00016 ,500

42 ,000

0

10 ,0 00

20 ,0 00

30 ,0 00

40 ,0 00

50 ,0 00

60 ,0 00

70 ,0 00

80 ,0 00

2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年

27,300
30,900

48,500

40,700

34,500

29,800

25,900

30,200

70,000

58,000

2010年 2015年

(MT)

(三菱レイヨン推定）

北米 欧州 アジア その他 各用途合計
　　　　一般産業 7,800 14,900 13,500 5,800 42,000
　　　　スポーツ＆レジャー 1,200 600 8,000 200 10,000
　　　　航空機 7,000 7,000 2,000 2,000 18,000
            合計 16,000 22,500 23,500 8,000 70,000

2015年における各用途の地域別需要予測（トン）

拡大する産業用途
・風力発電16,500

・自動車 5,000
その他 20,500
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ANからプレカーサー、CF、加工品までの一貫生産体制

プレカーサーの圧倒的な供給力・コスト競争力

三菱レイヨン 大竹

Grafil
米豊橋

Structil
仏

Newport
米

MRCコンポジットプロダクツ
（ゴルフシャフト）

豊橋

Dynetek（CNGﾀﾝｸ）
カナダ加工品

プリプレグ

炭素繊維

プレカーサー

AN

SGL Technic
英

大竹
2011年稼働予定

MRC-SGL
プレカーサー社
2011年4月稼働

炭素繊維・複合材料炭素繊維・複合材料 成長戦略成長戦略 （（PANPAN系系））

SGL Automotive 
Carbon Fibers社

米

SGL/BMW JV
独

BMW
独

三菱レイヨン 大竹 （ダイヤニトリックス社）

炭素繊維、プレカーサーの拡大展開炭素繊維、プレカーサーの拡大展開
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コールタール、CF、加工品までの一貫生産体制

高弾性炭素繊維の圧倒的な供給力・コスト競争力

三菱樹脂 坂出

三菱樹脂 坂出
（カーボンブレーキ）

協力会社加工品

プリプレグ

炭素繊維

液晶ピッチ

コールタール

炭素繊維・複合材料炭素繊維・複合材料 成長戦略成長戦略 （（ピッチ系ピッチ系））

三菱化学 坂出

炭素繊維、加工品の拡大展開炭素繊維、加工品の拡大展開

三菱樹脂 坂出

三菱樹脂 坂出

（安川電機様ご提供）

三菱樹脂 坂出



13

MM
PP
II

・ピッチ系ＣＦ
・GF／PP複合材
・CF熱硬化複合材

MM
CC
CC

素材 環境貢献分野

・オレフィン系樹脂
・エンプラ・軟質樹脂

材料と同調した
技術開発

・複合素材開発
・成形技術開発

グローバル展開
・Q社拠点の活用

MM
RR
CC

・プレカーサー・ＰＡＮ系ＣＦ
・CF熱硬化複合材 他

** PAN系（高強度･高弾性）とピッチ系（高剛性･低熱膨張･高熱伝導）との“協奏”

** 熱可塑性CFを中心とする素材開発
* CF成形品での部材開発
*グローバル展開･･･Quadrant社の欧州拠点活用
*事業の強化･･･アライアンス、M&Aの活用

炭素繊維・複合材料炭素繊維・複合材料 シナジー創出シナジー創出

グループ各社の材料・成形加工技術活用により高機能化を実現グループ各社の材料・成形加工技術活用により高機能化を実現

自動車

大型産業用途

風力発電
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20152015年の年の““あるべき姿あるべき姿””へ向けた施策へ向けた施策

競争優位な高機能コンポジット部材と成形部材事業の拡大競争優位な高機能コンポジット部材と成形部材事業の拡大

ピッチ系とPAN系のシナジー強化

事業チェーン拡大を図るためのM&Aの活用

中間材・加工技術における競争優位の確立

MRC、MPI、MCC、Quadrant社の協業

自動車の構造部材向け複合材料の開発と自動車用部材の供給

プレカーサー戦略強化（MRC-SGLプレカーサー社など）

産業用高性能炭素繊維（ラージトウ）の上市（2011年6月）と、

次期新増設の企察

プレカーサー、炭素繊維、中間材の事業拡幅を三位一体で推進
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地球環境の破壊 資源の枯渇 政策

・風力発電・波力・潮力発電

・燃料電池

・天然ガス

・原子力

・航空機・自動車・船舶など移動体の軽量化

・蓄電池

・スマートグリッド

・水浄化

・深海開発

・洋上開発

・地下開発

・構造物の補修・補強

・大規模構造体

再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ

代替エネルギー

省エネルギー

環境回復

資源開発

省資源

KAITEKIKAITEKIを実現するを実現する炭素繊維炭素繊維
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震災影響と復旧対応
MCHCグループの対応概況

鹿島事業所 石化事業復旧状況

APTSIS 15 （2011年度-2015年度）

APTSIS 10 の総括

APTSIS 15 の経営課題

APTSIS 15 の具体的な改革策と進捗

APTSIS 15 の事業トピックス
MMA／PMMA、 炭素繊維（機能性コンポジット部材）

リチウムイオン電池部材、 白色ＬＥＤ照明／部材、

有機EL（有機光半導体）、有機太陽電池／部材
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リチウムイオン電池リチウムイオン電池部材部材
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売上高
億円

三菱化学のリチウムイオン電池材料

三菱化学電解液の強み
有機合成技術により機能性添
加剤を開発。EVに要求される

高出力・高寿命性能を達成

原料メーカーとの協業推進
(ステラケミファ社等）により、調
達から顧客納入までのサプライ
チェーンを強化

三菱化学負極材の強み
グラファイト構造の制御により、
急速充放電特性、高寿命性能
を達成

原料球形化黒鉛（中国）調達か
ら顧客納入までのサプライ
チェーンを強化

(三菱化学推計)

20152015年シェア目標年シェア目標

電解液電解液 4040%%
負極材負極材 3535%%

自動車用途の売上･シェアを拡大させる自動車用途の売上･シェアを拡大させる

電解液・負極材電解液・負極材
自動車用市場合計自動車用市場合計

MCCMCC売上高売上高

民生他民生他

電解液・負極材 自動車用市場予測

MCCMCC売上高売上高

自動車用自動車用
電解液・負極材電解液・負極材
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電解液 10,000/Y ‘11 Q3
英国ストックトンオンティーズ市
ルーサイト社キャッセル工場内

電解質
ステラケミファ社と協業検討開始（欧州）

電解液 10,000t/Y ‘12 Q1
テネシー州メンフィス市
ルーサイト社メンフィス工場内

電解質
ステラケミファ社と協業検討開始(米国)

電解液 13,500t/Y  ’11 Q4
負極材 7,000t/Y  ’11 Q2
正極材 2,200t/Y 
セパレータ 1,200万㎡

負極材 4,000t/Y ‘11 Q4
原料黒鉛 2,000t/Y (合弁)

中国青島市平度市

日本国内(増強決定分計)

グローバル展開

2015年までの合計目標能力

電解液 50,000t/Y
負極材 35,000t/Y
正極材 15,000t/Y
セパレータ 7,200万㎡

2015年までの合計目標能力
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定置用LIB主要4材料市場予想

自動車用LIB主要4材料市場予想

小型民生用LIB主要4材料市場予想

三菱化学売上高

リチウムイオン2次電池材料市場予測

2015年以降自動車用と定置用の市場が急拡大する2015年以降自動車用と定置用の市場が急拡大する

（2011年 三菱化学予測）

2015年頃から定置型で市場が急拡大

億円 億円

材料技術で市場ニーズに
マッチした材料を提供
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定置型電池に求められる高寿命・高安全材料

充電

非常用電源

住宅・店舗・オフィス
定置用大型LiB

EV･PHEV
車載用大型LiB

大容量化大容量化
長期間使用長期間使用
充放電サイクル充放電サイクル材料技術の応用材料技術の応用 材料イノベーション材料イノベーション

EVで培った技術を応用し、材料のイノベーションを加速するEVで培った技術を応用し、材料のイノベーションを加速する
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白色白色LEDLED照明／部材照明／部材

有機有機ELEL（（有機光半導体）有機光半導体）
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白色LEDの事業展開

部材技術の優位性とVerbatim 販売網を活かし、KAITEKI照明を世界展開
2015年に部材＋モジュール・照明器具で売上高1,000億円

部材技術の優位性とVerbatim 販売網を活かし、KAITEKI照明を世界展開
2015年に部材＋モジュール・照明器具で売上高1,000億円

照明器具モジュール自社部材

高

付
加
価
値

GaN基板シェア
40% （2015）

封止材
ﾊﾟｯｹｰｼﾞ材シェア

20% （2015）

蛍光体シェア
50% （2015）

0

100

200

300

400

500

2010 2011 2012 2013 2014 2015

その他部材

蛍光体

GaN

0

100

200

300

400

500

2010 2011 2012 2013 2014 2015

照明器具

電球

モジュール
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ＬＥＤ照明電球のVerbatim ブランドでの展開

日本

4製品上市

‘11年7月スタート

24

欧州

米国

5製品上市

14製品上市

‘11年2月スタート

‘10年9月スタート

100%

60% 20%

明るさ切り替えで、さらに節電

100% 550lm 6.8W

60% 330lm 4.0W

20% 110lm 1.4W

3段階明るさ調節機能付きLED電球

全光束と消費電力（E26昼白色）

2010 2011 2012 2013 2014 2015

’11.02 豪州 上市
’11.07 日本 市場投入

質を求める市場拡大
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●既存照明とは異なる

新しい照明の世界を

創造

●塗布型新材料の開発

パイオニアとの塗布

プロセス共同開発

塗布型により大幅コスト

ダウンを実現し、2014年

に本格事業化

●既存照明とは異なる

新しい照明の世界を

創造

●塗布型新材料の開発

パイオニアとの塗布

プロセス共同開発

塗布型により大幅コスト

ダウンを実現し、2014年

に本格事業化

20132013
20122012

OLE1
蒸着型(下地塗布)

有機EL照明

OLE1OLE1
蒸着型(下地塗布)

有機EL照明

OLE2
塗布型

有機EL照明

OLE2OLE2
塗布型

有機EL照明

有機ＥＬ照明

・薄くて軽い面光源
・眩しくなくソフトな光質
・触ることのできる光源

低コスト化対応低コスト化対応
（大型ﾊﾟﾈﾙ、高速）

＠新ライン

有機EL照明事業の方向性

OLE1
ver2

OLE1OLE1
ver2ver2

20142014

ﾊﾟｲｵﾆｱ社とﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ共同事業体設立（検討中）

高輝度・高効率型
(白）色温度可変型

20120155

20112011年年77月量産月量産

売上目標
300億円

2011年4月 ミラノサローネ 2011

ライティングデザイン：内原智史デザイン事務所

ライティングデザイン：内原智史デザイン事務所
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有機太陽電池有機太陽電池
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太陽電池マーケティング

建材分野

自動車分野

システム分野

2011 2012 2013 2014 2015

産業・公共

ﾄﾗｯｸ･ﾊﾞｽ

屋根

外壁

曲面
防水

産業資材

軽量・薄膜・フレキシブル
印刷・意匠・3D

有機薄膜

内装

◆a-Si薄膜セルを利用し、各種建材との複合化(BIPV)、
自動車(AIPV)商品を開発、gioaブランド市場展開中

売上目標

関連部材：ﾊﾞﾘｱﾌｨﾙﾑや封止材など関連部材

KDDI基地局(高知県)

ビル名：（仮称）ＪＲ目黒グリーンビル
発注者：株式会社ジェイアール東日本ビルディング
設計監理者：一級建築士事務所株式会社

ジェイアール東日本ビルディング

関西学術研究都市内 けいはんなプラザ

スーパーラボ棟鋼板屋根(上)、大会議場棟屋上(下)

(＊2)

乗用車(EV)

日用分野

植物工場

機能性建材

0

100

200

300

400

500

2011 2012 2013 2014 2015

関連部材

ＯＰＶ

BIPV : Building integrated PV     AIPV : Automobile integrated PV
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20XX20XX

20102010

効率15% 20152015
積層構成

（タンデム）

効率12% 
効率20% 

以上

HN

N

N

NH

ベンゾポルフィリン

フラーレン

O

O

R

効率3.4%

ハイブリッド型、タンデム型
n型ナノ材料

ナノロッド：ZnO
半導体ナノ粒子
ｶｰﾎﾞﾝﾅﾉﾁｭｰﾌﾞ等

有機太陽電池高性能化へのマイルストーン

ハイブリッド、
ナノ材料、・・・

20072007
効率4.9% 

20082008

効率7.4%
20092009

最新data ＞10%最新data ＞10%
有機薄膜系で世界最高！

用途開発プロセスモジュール

15cm角モジュール作製

パイロットフェーズへの移行検討中

セル

最新data ＞10 %
RtoR塗布 塗布、印刷技術で軽量・ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ/3D用途を拓く

建材、自動車等メーカーと協業開始

有機太陽電池性能を高め、2012年迄に販売開始

20122012

現在 2012



29

本説明会および本資料における見通しは、現時点で入手可能な情報により当社が判断したものです。実際
の業績は様々なリスク要因や不確実な要素により、業績予想と大きく異なる可能性があります。
当社グループは情報電子関連製品、機能化学製品、樹脂加工品、医薬品、炭素・無機製品、石化製品等、
非常に多岐に亘る事業を行っており、その業績は国内外の需要、為替、ナフサ・原油等の原燃料価格や調
達数量、製品市況の動向、技術革新のスピード、薬価改定、製造物責任、訴訟、法規制等によって影響を受
ける可能性があります。但し、業績に影響を及ぼす要素はこれらに限定されるものではありません。


